
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度町田市資金管理計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 4 月 1 日 

町 田 市 会 計 課 
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1 資金管理を取り巻く状況 
 

(1) 経済・金融情勢 

日本の経済について、内閣府の「月例経済報告」（令和 7年 2月）では、巻頭で

「先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあっ

て、緩やかな回復が続くことが期待される」としている一方、「欧米における高い

金利水準の継続や中国における不動産市場の停滞の継続に伴う影響など、海外景

気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっている。また、物価上昇、

通商政策などアメリカの政策動向、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動

等の影響に十分注意する必要がある。」としています。 

また、金融情勢については「短期金利についてみると、無担保コールレート（オ

ーバーナイト物）は、0.22％台から 0.48％台で推移した。TIBOR（3か月物）は、

0.7％台で推移した。長期金利（新発 10 年物国債利回り）は、1.1％台から 1.3％

台で推移した。」と述べられています。 

(2) 利率・利回りの推移 

2024年 3月のマイナス金利政策解除以降、金利の上昇が続いている状態です。 

大口定期預金の金利については、店頭金利 0.225％、長期金利の代表的指標とさ

れている新発 10年国債の利回りは 1.1％から 1.3％となっています。 

 

(3) 計画策定の考え方 

「資金運用管理方針」に基づき、運用する金融商品について適切な分散運用を基

本としたポートフォリオで金融環境の変化に応じて柔軟に運用します。 

また、金利変動の影響を緩和するとともに、資金需要の変化に備えられるよう、

定期的に一定額を購入する「ラダー型運用」と、可能な限り長期間運用すること

で、より高い利回りが期待できる「一括運用」とを組み合わせ、安定的かつ効率

的に資金を配分します。 
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(4) リスクへの対応 

中長期の資金運用においては、運用先の財務状況の悪化や市場環境の変化等によ

り、保有有価証券の経済的価値が減少ないし消失する結果、損失を被るなどのリ

スクがあります。 

これらのリスクに適切に対応するため、「資金運用リスク管理方針」に基づき、

資金の安全性と流動性の確保を前提とした上で効率性を追求する視点に立って資

金を運用します。 

 

 

2 歳計現金の運用 

支払準備金を 55億円とし、指定金融機関の普通預金で保管します。 

その他の余裕資金については、定期性預金等で運用します。 

なお、収支の予定を踏まえ、可能な場合は、7月頃から 10月頃にかけて、定期

性預金もしくは国庫短期証券等での運用を実施します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾛｯﾄ 運用期間 日数 運用額（円） 利率（％） 運用益（円） 

1 2025/6/3 ～ 2026/1/30 241 2,000,000,000 0.225 2,971,232 

2 2025/6/3 ～ 2026/1/30 241 2,000,000,000 0.225 2,971,232 

3 2025/6/17 ～ 2026/1/30 227 2,000,000,000 0.225 2,798,630 

4 2025/6/17 ～ 2026/1/30 227 2,000,000,000 0.225 2,798,630 

5 2025/6/17 ～ 2025/11/28 164 2,000,000,000 0.225 2,021,917 

6 2025/6/17 ～ 2025/10/17 122 2,000,000,000 0.225 1,504,109 

7 2025/6/17 ～ 2025/10/17 122 2,000,000,000 0.225 1,504,109 

計     14,000,000,000  16,569,859 
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3 基金の運用 

年限 5年から 10年の債券によりラダー型ポートフォリオを構築し、資金需要や

市場環境の変化によるリスクに対応できる安定的な運用収益確保に努めます。 

債券運用の限度額は、2020年度末のコア資金の約 60％である「100億円」とし

ています。2025年 2月末時点での債券保有額は 118億円であり、2025年度中に

18億円が償還されても、限度額に達している状態ですが、2025年度から 2029年

度までの各基金の積立て・取崩しの予定を踏まえると、追加購入の余地があるこ

とから、2025年度は 5年債を最大 10億円購入することとします。 

それ以外の資金については、取崩しや繰替運用などの資金需要を考慮しつつ、定

期預金等で運用します。 

 

債券 

 年限 額（円） 利率（％） 運用益（円） 

購入 5 年 1,000,000,000 0.7 3,500,000 

保管 5 年～20 年 10,000,000,000 － 69,959,215 

計  11,000,000,000  73,459,215 

 

定期預金 

ﾛｯﾄ 運用期間 日数 運用額（円） 利率（％） 運用益（円） 

1 2025/6/2 ～ 2026/2/6 249 1,000,000,000 0.225 1,534,931 

2 2025/6/2 ～ 2026/2/6 249 1,000,000,000 0.225 1,534,931 

3 2025/6/2 ～ 2026/2/6 249 1,000,000,000 0.225 1,534,931 

計     3,000,000,000  4,604,793 
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4 資金運用の実績と見込み 

 

 


